
取扱説明書

本書はいつでも必要な時に見られるよう、大切に保管してください。

●使用前にこの「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しく
　使用してください。
●ここに示した注意事項は、状況によって重大な結果に結びつ
　く可能性があります。いずれも、安全に関する重要な内容を
　記載していますので、必ず守ってください。

用語および記号の説明安全上のご注意

注意
この表示を実行しない場合、傷害を負う可
能性と物的損害の発生が想定される内容を
示しています。

この記号は必ず実行していただきたいこと
を告げるものです。

この記号はやってはいけないことを告げる
ものです。

お願い

お願い

お手入れ方法

お願い

ご利用の前に

注意

酸性、アルカリ性洗剤は使用しないでください。注意

ふだんはやわらかい布で拭いてください。汚れがひどいときは、中性洗剤をしみこませた布で拭き、その後水拭きをしてくだ
さい。仕上げに乾拭きして、水分を完全に取り除いてください。

酸性、アルカリ性洗剤、ベンジン、シン
ナー等はツヤがなくなったり、変形、
変色の原因になりますので使用しな
いでください。

クレンザー、磨き粉は使用しないでください。

クレンザーやみがき粉など粗い粒子
を含んだ洗剤、ナイロンタワシなどの
傷を付けやすいものは使用しないで
ください。

施工後は固定部のボルト等をゆる
めたり、製品を分解・改造しないでく
ださい。使用時に脱落したり予期せ
ぬ故障の原因になるばかりか、重大
事故につながる場合があります。

製品を分解・改造しないでください。

強い衝撃を与えないでください。

本製品に物をぶつけたり、強い衝撃
を与えないでください。手すり部分
が破損し、思わぬケガの原因になり
ます。

切り付けたり火を近づけないでください。

手すりをカッター等で切り付けない
でください。表面がささくれると思
わぬケガの原因になります。又、タ
バコなどの裸火を近付けないでく
ださい。表面が変形・変色します。

手すりを故意に揺すったり、イタズ
ラにレバーを押したり、カバーを取
ったりしないでください。使用中に
壊れて思わぬケガの原因になりま
す。

施工後はむやみに固定部のボルト
等をゆるめないでください。重大事
故につながります。

本製品に破損がみられた場合はす
ぐに使用を止めて、最寄りの問い合
わせ先へご相談ください。

製品に座ったり、乗ったりしないでください。

分解したり、ボルトを緩めないでください。

製品にぶら下がらないでください。

手すりの上に乗ったり、ぶらさがっ
たりしないでください。手すりの破
損及び転倒しケガの恐れがありま
す。

KDS-55ブラケット

!!

お客様用

可動式手すり



お願い

各ブラケットのロックレバーを同時に指で下
へ押し下げて、ロックを解除します。
ボタンを離してしまうとロックが再びかかり
ます。

端のブラケットのロックを解除した後、手すりを壁側へ押し付けた状態で次のブラケットへ移動
し、ロックを解除していきます。

ロックが外れた状態で指を挟まないように注
意しながら、手すりを静かに壁側へ倒します。
手すりが動き出したらロックレバーから指を
離してください。

収納するとき
収納手順

復帰するとき
展開手順

ロックの解除1 手すり本体を動かします2

手すり本体を持って手前に引き戻します。 ロックがカチッと音がするまで手前に引きます。
ロックがしっかりとかかっているか確認します。

ロックの解除1 ロックの解除2

注意

手すりの収納は手順に正しくしたが
い2人又は3人で行ってください。

手すりを壁側に動かす際、壁と手す
りの間に指を挟まないように十分に
ご注意ください。

ロックレバー

お願い

注意

手すりの復帰後に手すりを軽く前後
に動かし、しっかりとロックされてい
ることを確認してください。

ブラケットの可動部分に指を挟まな
いように十分注意してください。

ロックがかかって
いる状態

ロックがはずれて
いる状態

どうしても一人で収納する場合

●商品改良のため、記載内容については予告なしに変更することがありますのでご了承ください。●無断転載を禁じます。

株式会社
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ご使用の製品の型式および、不具合の内容をご確認のうえ、ホームページもしくはQRコードへアクセスください。
お問い合わせ先は、こちらまで

URL  http://www.naka-techno.co.jp

やさしさと安心を　たしかな技術で支えます。 携帯のカメラで左の
QR コードを読み取り
アクセスしてくださ
い。URL  http://www.naka-kogyo.co.jp


